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２２月月 2299 日日号号  

ああななたたららししいい生生きき方方をを探探そそうう!!  

関関東東シシニニアアラライイフフアアドドババイイザザーー協協会会  

特特集集 「「シシニニアアラライイフフココーーデディィネネーータターー養養成成講講座座」」  
        ～～地地域域活活動動をを実実践践ししよようう～～  

・・社社会会参参加加やや社社会会貢貢献献にに求求めめらられれるるこことと  

・・  ＮＰＯと行政との協働    

・・ワークショップから ああななたたははどどののよよううなな活活動動ががししたたいいでですすかか  
・ここんんなな活活動動ががススタターートトししてていいまますす 

個個人人活活動動紹紹介介  

ビビババシシニニアア講講座座 サクセスフルエイジングをめざして 

介介護護のの現現場場かからら  家家族族のの代代わわりりはは誰誰ににももででききなないい  

耳耳寄寄りり情情報報＜＜早早春春のの鎌鎌倉倉をを歩歩いいててみみよようう＞＞  
 



★社会参加は国民の権利 

 「高齢者のための国連原則」によると、「高

齢者が社会の一員として、自分自身に影響を

及ぼすような政策の決定に積極的に参加し、

経験や知識を若い世代とともに共有すべきで

ある。そのためには関心と能力に応じたコミ

ュニティへの貢献が可能になるような機会が

提供されるべきであり、高齢者の組織やムー

ブメントを形づくることを可能にする必要が

ある。」とあります。 

 しかし実際の高齢者の社会参加はまだまだ

少ないのが現実です。特に定年後の男性がう

まく地域にとけ込むことが難しいといわれて

います。団塊世代の大量定年を迎えて、各地

域行政でもいろいろな施策が行われています

が、当協会でも昨年１０月から１２月まで 

６回にわたり、「シニアライフコーディネータ

ー養成講座」を開催いたしました。 

今回の特集は、その中から地域活動を実践す

るためのエッセンスを抜粋してみました。 

★社会参加は健康維持の源 

 東京都老人総合研究所の新開省二講師によ

ると後期高齢者になっても社会参加をしてい

る人は身体機能や認知機能の衰えを防ぐこと

ができ、いつまでも元気であるという結果が

でていると説明がありました。今後、閉じこ

もりがちの高齢者を地域社会がどのようにサ

ポートしていくのかが、地域の大きな課題と

も言えます。（３ページ参照） 

★社会参加のきっかけがない 

 退職後地域で何かしたいという人はたくさ

んいますが、何をしたらよいのか、どこに相

談したらよいのか、また現在どんな活動がお

こなわれているのか・・などの情報がないと

いう話をよく聞きます。趣味やボランティア、

生涯学習、就労と自分のやりたいことを見つ

けることが大切です。そんな人のニーズに応

えるのがシニアライフコーディネーターです。 

★シニアライフコーディネーターの役割 

 何かやりたい人に、やってほしいグループ

や行政をつなげたり、一緒に企画参加したり

とコーディネーターの役割はいろいろありま

す。コーディネーションを直訳すると「各要

素がつり合うように調整する」の意が含まれ

ています。両者の立場を理解して両者の利益

になるように調整することはかなり難しいこ

とですが、高齢者の持っている多くの体験や

知識を活かしてもらいたいものです。 

しかしながら、まず地域活動やボランティア

活動の基本知識や、社会のニーズを学びさら

に地域活動の実体験をしないと本当のコーデ

ィネーターにはなれないでしょう。 

★ワークショップで企画立案体験 

 今回の３０時間余の講座を通して高齢社会

の実態や課題を学び、最終日に「ワークショ

ップ・あなたはどんな活動がしたいですか」

をテーマに６つのグループに分かれて話し合

いました。にわかづくりの仲間で、限られた

短い時間の中で役割を決め、テーマを絞り、

それぞれの仲間の最大公約数を出していくと

いう作業でしたが、活発に真剣に話し合う姿

が印象的でした。（詳細は５Ｐに掲載） 

★地域活動を実践しよう 

 受講者の中にはもう既に地域で活躍中の人

も多く、今後の活動にさらに深みを増して、

十分に活かしていただけると思います。 

養成講座を受講したみなさまが、今後どのよ

うな地域活動を実践してくれるのか、その活

躍が期待されています。 

特集 シニアライフ コーディネーター養成講座 

地域活動を実践しよう 

高齢者体験の受講者 
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「シニアライフ コーディネーター養成講座」カリキュラム 

 
開催日：平成１９年 10 月６日・20 日／11 月 3 日・17 日／12 月 1 日・15 日 

会 場：明治薬科大学・剛堂会館会議室  弘済会館（11 月３日） 

 
日 時 講 座 名 講 師 

１時限 基調講演・高齢社会のニーズとシニアの課題 長寿社会文化協会常務理事 田中 尚樹 

２時限 シニアのライフデザイン 人生設計アドバイザー   後関 悦久 

３時限 これからのシニアの働き方 就労コンサルタント    岡田 一郎 

１

日

目 
     受講生自己紹介 

１時限 サクセスフルエイジングを目指して 桜美林大学大学院老年学教授 

日本応用老年学会理事   柴田  博 

２時限 心と身体の健康 帝京平成大学講師     中山 弘子 

２

日

目 
３時限 高齢者を体験しよう 長寿社会文化協会疑似体験「うらしま太郎」 

１時限 シニアをめぐる法律と公的支援 ホームロイヤー会代表･弁護士 友澤潤次郎 

２時限 シニアの年金と経済 社会保険労務士      小野田善吉 

３

日

目 ３時限 家族の絆と夫婦の向き合い方 歴史作家・俳人      中津 攸子 

１時限 NPO と行政との協働 中央学院大学客員教授 

元我孫子市長       福嶋 浩彦 

２時限 地域活動とボランティア 聖徳大学専任講師     斉藤 ゆか 

４

日

目 
３時限 フォーラムと地域活動事例 協会登録活動グループ代表 

１時限 公・民における相談･解決の機関と現状 

簡易裁判所と協会の相談事業 

消費生活専門相談員    坂 美千葉 

簡易裁判所司法委員    鍋島 照子 

２時限 医療制度改革について 医業経営コンサルタント  栗原  誠 

５

日

目 
３時限 知っておきたい介護保険と成年後見制度 社会福祉士        鳥山 克宏 

１時限 社会参加や社会貢献に求められること 東京都老人総合研究所・社会参加とヘル

スプロモーション研究部長 新開 省二 

２時限 シニアライフコーディネーターに期待すること 協会前理事長       柿田  登 

３時限 ワークショップ 

あなたはどんな活動がしたいですか？ 

進行：協会理事      柿田  登 

〃        山下由喜子 

６

日

目 

     エンディング               修了証書授与   懇親会 

受講者数 5６名（修了者 53 名） シニアライフコーディネーター認定者 51 名 

 

２ 


